
実
車
周
M

事
ヌ
・

-z・
--M-mヨ

司
鴫
傭
細
書
軍
司
匂

m-岡
-aa
膏"、

行宮日一月四年二二十和問

ー 一三

禁

輔

載

土品

目圃

叢

園
民
生
命
史
離
の
諸
問
題
:
:
一
事
車
問
士
石
川
興
二

貸
借
謝
照
表
の
性
質

;
:
j
a
-
-
-
-

・
・
擁
壁
博
士
時
川
虎
三

定
す

A
剛

司

岨

主

百

u

臨
時
租
税
増
慣
と
挽
制
整
理

a

・
・
;
:
法
制
串
博
士

生
産
設
備
捕
古
護
金
伽
市
赤
字
企
情
の
消
化
純
情
阜
悼
と

小紳
局戸

是正
郎雄

岡

山

内

九

中
立
貨
幣
の
傑
件
に
闘
す
る
一
異
説
・
:
・
経
済
皐
土
中
谷
寅

杢
瞳
主
義
的
園
民
経
消
皐
の
基
礎
理
論
j
i
-
-
-

組
済
同
事
土
白
杉
庄
一
郎

「
孤
立
国
」
に
於
け
る
牧
獲
遮
減
法
則
:
・
・
・
経
済
皐
土
山
岡
亮
一

明

司

#

伺

ロ
イ
ヅ
に
於
け
る
再
保
険
の
操
作

最
近
濁
遁
に
於
け
る
公
債
政
策
論

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
童
と
貿
易
・

附

録

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

-
祖
済
事
土
佐
波
宣
平

経

済

皐

士

島

恭

彦

経

済

皐

士

松

尾

彰



蘇
聯
第

一
次
五
ヶ
年
計
霊
と
貿
易

松

尾

彰

祉
曾
主
義
枇
合
の
建
設
と
い
ふ
目
標
の
も
と
に
、
一
途
に
そ
り
強
引

な
経
済
的
貿
カ
の
撲
大
強
化
策
に
議
捧
ず
る
蘇
聯
が
、
第
一
次
五
ヶ
年

計
書
量
過
し
て
如
何
な
る
工
作
を
強
行
し
た
か
、
従
っ
て
ま
た
こ
の
工

作
白
た
め
に
如
何
な
る
貿
易
方
針
を
探
っ
た
か
。

一
九
二
一
年
。
始
め
以
来
、
謂
ゆ
る
事
ツ
プ
の
名
の
も
と
に
呼
ぱ
昌

弘
一
連
の
資
本
主
義
的
緩
和
策
。
貸
砲
の
結
果
は
、
都
市
に
拘
ド
て
ほ

ネ
ツ
ア
マ
シ
の
砕
抗
生
&
な
り
、
地
方
に
お
い
℃
は
ク
ラ
1
グ
市
川
羽
と

古
り
て
、
資
本
・
時
私
有
は
糊
次
そ
の
色
彩
を
濃
化
す
る
に
至
っ
た
け
れ

ど
も
、
私
人
の
所
有
欲
と
利
己
心
と
を
刺
戟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
兎

も
角
も
一
九
二
八
年
頃
ま
で
に
は
戦
前
白
水
準
に
ま
で
経
済
力
が
同
復

せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
・
二
九
年
よ
り
一
九
三
二
・
三
三
年
へ
の
第
一
次

五
ヶ
年
計
書
は
、

こ
の
同
復
せ
ら
れ
た
経
済
的
基
礎
の
上
に
、

園
民
経
済
の
枇
合
主
義
的
改
造
の
展
開
、
従
つ
で
岡
内
の
工
業

化
、
農
村
の
枇
曾
主
義
的
改
造
、
圏
内
経
済
制
織
に
沿
け
る
資

本
主
義
分
子
の
克
服
及
び
枇
舎
主
義
分
子
の
強
化
、
並
び
に
国

防
力
の
増
進
等
を
遂
行
せ
ん
こ
と
を
企
て

h
。
而
し
て
こ
れ
ら

書
陣
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
輩
と
貿
易

の
う
ち
、
祉
舎
主
義
的
主
張
を
具
櫨
化
す
ぺ
き
根
幹
た
る
同
氏

経
済
枇
曾
化
部
門
の
五
ヶ
年
計
書
途
行
株
態
を
見
る
町
、
左
表

の
如
く
一
九
三
二
年
末
に
終
る
四
ヂ
年
三
ヶ
月
の
聞
に
驚
く
可

き
愛
展
を
示
し
て
ゐ
る
。
殊
に
注
目
せ
ら
る
べ
青
は
工
業
部
門

の
投
資
額
の
豆
大
怠
る
と
と
、
更
に
は
A
群
{
重
工
業
」
の
塵
倒

的
多
額
に
就
い
て
ピ
あ
る
。

一(J)

蘇
聯
五
ヶ
年
計
壷
議
行
表

(
単
位
・
十
億
刷
向
)

九

「有三=ji~r--I 仔

割九八ー

ナ "I~ 1 九

四五言1司
ケず:許ヶ
年 33に年江

昔l;

可

内 量土
合

運農内工 課 化

犠業群A 業 主部門

九 七 四 九 冥
，~ -・ー ・己 一・".ta 

一ー亡コーー二三 ヨ王

一-ー プ・む /・¥. .=:. E. 耳

豆主三三ノ'- '"  プ』

六-=・ 四・ 六・ =. ト

プLo 0 二a 二Z三当 三-EeL Idゴ" 

J'\. ノl・ z・~ "・k 三ELtHrr

毛三圭奈奈回 4四3 三毛 割

ー=-u-U 且. .耳

プ三Ztda3亡1コ 匪Eヨ当 こ7コ2日 ーーー，ノ司込I 
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周
知
の
如
〈
蘇
融
制
は
戦
前
に
お
い
て
は
、
世
界
別
措
の
農
産
閣
と
し

て
、
例
へ
ば
小
委
職
出
に
お
い
て
は
、
一
九
一
三
年
に
は
世
界
線
小
葬

輪
出
高
の
約
二
五
%
を
占
め
て
ゐ
た
。
原
料
乃
至
は
食
料
品
。
供
給
図

第
四
十
四
巻

六
一
七

第
四
説

一
=
一
五

第五[且jソゲエート犬舎決議、 (Surnma，yof the fulfilment 01 the hT式 首ve.year
pl:m for the de:velopment of lhe na.tion日 economyof tA.e U. S. S. R. Moscow. 

1933. P・9・)
op. cit.. p・41，

op， clL， p， 34・
大塚金之助氏稿「反サゲ昌一ト経済職 1i;'.1-=二三頁¥(r改造」昭和六年四月貌)
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蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
聾
と
貿
易

と
し
て
の
鋒
闘
の
停
統
的
地
位
が
、
プ
ロ
レ
タ
り
ヤ
革
命
に
よ
っ
て
直

ち
に
工
業
同
化
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
2
は
、
非
常
な
努
力
な
〈
し
で
は
賞

現
出
療
な
い
白
は
全
〈
首
然
で
あ
る
。
蘇
聯
が
国
民
経
済
の
枇
令
化
白

根
本
工
作
と
し
て
賀
行
し
た
こ
の
工
業
化
に
ワ
い
て
、
如
何
な
る
方
策

を
採
っ
た
の
で
あ
っ
た
か
。

先
づ
第
一
次
五
ヶ
年
計
牽
の
営
初
、
政
府
が
主
力
を
注
い
だ

の
は
、
従
来
の
工
業
設
備
の
横
張
と
改
訟
と
で
-b
っ
た
。
郎
、
-

)1. 

}¥. 

し
二

-

T

、
命
、

ご
，
訓
'
A
「
ド
ヰ
ト
、
『
」

よ
t
h
F
F
E
-
-「

;iiB

コ
ヨ
お
望
都
新
一
一
一
ニ
P
K
本
し

て
占
め
る
そ
の
割
合
は
貸
に
四
五
・
五
%
に
の
ぼ
り
、

と
れ
に

基
本
修
理
の
占
む
る
九
二
二
%
を
加
へ
る
・
な
ら
ば
、
五
四
・
八
%

と
い
ふ
歴
倒
的
数
額
を
示
す
の
で
あ
る
。
勿
論
改
主
建
従
の
と

の
方
針
は
、
計
護
年
度
の
進
む
に
従
っ
て
そ
の
地
位
を
逆
軸
押
せ

し
む
る
こ
と
L
た
り
、
最
後
の
年
度
た
る
一
九
三
二
年
に
た
い

て
は
、
新
建
設
ご
九
二
八
l
一
一
九
年
に
は
二
七
・
七
%
た
目
し
も
の
)

が
四
六
・
二
一
%
と
な
っ
た
の
に
反
し
、
横
張
と
改
迭
は
二
七
・
五

%
謀
本
修
理
は
四
%
に
下
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
と
れ
ら
の
投
資

の
結
果
、

一
九
=
三
年
末
に
沿
い
て
、
操
業
開
始
の
欣
態
に
あ

る
工
業
同
定
資
本
の
新
規
増
加
分
は
百
五
十
三
億
留
と
せ
ら

れ
、
五
ヶ
年
計
襲
前
の
折
動
向
定
資
本
に
北
寸
れ
ば
、
そ
の
二

事

第
四
十
四
巻

六
一
八

第
四
競

一
三
六

倍
以
上
に
設
首
し
特
に
重
工
業
に
つ
い
て
は
=
一
倍
に
相
営
す
る

と
せ
ら
れ
る
。

事
の
新
建
設
に
闘
す
る
と
、
被
援
・
改
悲
及
び
慕
本
修
理
に
閥
ナ
る

と
を
問
は
ず
、
蘇
聯
が
工
業
化
資
材
を
互
相
聞
に
必
要
と
し
た
と
止
は
、

右
の
数
字
に
よ
っ
て
明
か
で
る
品
が
、
こ
の
驚
く
べ
曹
工
作
の
質
現
は

如
何
に
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
ワ
た
か
。

我
々
は
先
づ
蘇
聯
の
岡
市
永
漁
算
を
検
す
る
こ
と
K

J
っ
て
、
知

何
K
岡
家
の
強
権
に
暴
く
工
業
化
の
強
行
が
行
は
れ
た
か
を
知

る
の
で
あ
る
。

(2) 

蘇
聯
国
家
強
算
問
分
表

(
車
位
・
十
億
留
)

運農 そ闘
支

事者 工の経民

及
業内 出
及

情鯨び び 方
jifI 電 支 向
信業化 出

重量五

定ケI"rI': 

"" 三ヨL ノ、 額分. . . . 
Zヨ "事

害五
賀ケ

三き
行額年計

Cコ ノ、. . . .. ヨE Cコ

豆昆 立国 宍 度貫数平呈昔宅主行生島ト. . 
プ::.. ノ.、

z 
( ( 

→噌 + →- →噌
) ) ) ) 

と
の
強
算
面
に
表
示
さ
れ
た

E
額
の
資
金
を
・
然
ら
ば
如
何

に
し
て
調
達
す
る
乙
と
を
得
た
か
。

第
一
に
、
歳
入
に
現
は
れ
た
諸
項
目
の
逐
年
的
靖
大
は
、
ム
U

Summ>ry "r the fulfilment or the lirst五時-yearpb.n" p・4"-43・
op. cit.， p・48.
op. cit.， p. 223-224・
i前銭経済調査曾編、「一九三四年版・ソグzート聯邦年鑑」、(昭和九年三月)、
三三三頁

)
)
)
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表
に
よ
っ
て
窺
ふ
乙
と
が
出
来
る
。

@
蘇
聯
国
家
議
算
歳
入
衰

(
車
位
・
百
高
習
)

高
生
同
町
日
阪
福
岡
口
巴
同

国
間
錦
化
器
一

at--一
九
、
白
回
。
・
士
、
望
一
一
・
王
子
会
-
L
一
一
一
、
金
ム

-

脅

加

%

一

ー

一

さ

る

一

l
一
主
主
一
一
毛
・
A
一

一
組
蜘
開
一
六
宇
一
一
一
J
一三一
-
L

四
己
主
・
十
一
三
子
、
会
口

ι

一
帯
加

M
一

i
一
九
九
・
口
一

l
一
一
一
正
・
旦
き
・
五
一

一
そ
の
州
債
一
一
一
一
之
き
ょ
一
一
三
一
一
一
、
五
八
丈
一

JJdi

叩
そ
の
仙
一
ミ
ヨ
'

L

a

-

-

4

一
一
五
J

t

J

H

E

一

二

一勺
u
t
i
u
L
一
Liri--ZEE-LE

右
の
う
ち
、
駐
合
化
経
済
資
金
と
い
ふ
の
は
、
粧
品
閏
化
経
済

部
門
に
お
い
て
調
達
せ
ら
れ
る
歳
入
額
を
一
不
し
、
そ
の
構
成
は

取
引
税
・
収
益
及
び
餓
道
純
牧
入
等
よ
り
成
る
。
取
引
税
は
そ

の
う
ち
七
二
・
六
%
(
一
九
三
二
年
度
)
と
い
ふ
高
率
を
占
め
て
ゐ

る
が
、

と
れ
は
製
品
が
生
産
部
門
よ
り
配
給
部
門
に
移
さ
れ
る

に
営
っ
て
課
徴
せ
ら
れ
る
一
一
種
の
消
費
税
で
あ
っ
て
、
枇
合
化

経
済
の
生
産
増
加
と
岡
地
百
・
組
合
粧
品
営
商
業
及
び
コ
ル
ホ
ー
ズ

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
費
と
貿
易

商
業
の
進
展
に
伴
ひ
、
益
h
増
大
す
ぺ
き
も
の
で
る
る
。
而
し

て
我
々
は
こ
の
取
引
税
を
中
心
と
す
る
祉
舎
化
経
済
資
金
が
、

右
表
の
如
ぐ
各
々
前
年
に
北
し
、
六
二
%
・
七
六
%
と
い
ふ
が

如
き
培
加
議
?
を
示
し
た
と
と
に
注
意
を
向
け
る
以
上
に
、
突
の

岡
氏
資
金
動
員
と
い
ふ
項
目
の
増
加
率
に
関
心
を
持
た
ね
ば
な

ら
ぬ
。
何
故
友
ら
ぽ
、
共
鹿
で
は
九
九
%
・

一
五
%
と
い
ふ

増
大
子
示
し
て
ゐ
る
の
み
在
ら
や
、
公
債
の
そ
の
う
ち
に
ゐ
い

て
占
め
る
剣
合
が
、
三
二
%
・
四
八
%
・
四
九
%
ω
五
五
%
・
五
六

%
と
一
均
一
年
l

楠
加
し
っ
、
あ
る
か
ら
一
ぜ
あ
る
。
お
し
亡
と
の
同
日

資
令
動
員
と
い
ふ
の
は
、
諸
税
及
び
公
債
よ
り
成
り
、
し
か
も

こ
の
公
債
は
著
し
く
強
制
的
色
彩
に
富
ん
で
ゐ
る
。
今
試
み
に

一
九
三
二
年
一
月
一
日
現
在
の
闘
債
総
額
三
、
七
四
九
宵
寓
留

(
図
替
貯
金
部
を
合
む
)
を
、
そ
の
手
持
者
別
に
検
す
る
に
、
持
働

者
・
事
務
員
は
二
、
同
五
九
百
高
官
(
六
O
老
農
民
は
八
七
一
百

高
留
(
二
三
%
)
を
占
め
、
爾
者
に
で
沸
額
の
八
三
%
と
い
ふ
驚

〈
ぺ
き
高
率
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
我
々
が
い
を
問
題
と
す
る
外
闘
貿
易
の
分
野
に
お

い
て
、
如
何
友
る
事
態
が
費
生
し
て
ゐ
る
か
を
見
る
に
、
蘇
聯

第
四
十
四
巻

六
一
九

第
四
披

七

向上、三三五頁
同上、三三七一一凡貰

9) 
10) 



蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
責
主
貿
易

が
一
九
二
八
年
か

μ
Z三
年
ま
で
の
聞
に
、
外
岡
よ
り
輸
入
し

た
総
額
は
、
買
に
四
十
億
金
留
以
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
工

業
化
の
た
め
に
す
る
も
の
は
、
機
械
・
器
共
・
共
他
の
金
属
製

口
開
・
銭
共
他
の
金
属
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
白
動
百
一
・
等
、
凡
そ
=
一
十

億
金
留
に
達
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
英
大
な
る
工
業
資
材
の

輸
入
に
封
し
f
一
は
、
勢
ひ
輸
出
貿
易
の
強
力
及
る
滋
行
そ
も
つ

亡
指

t
I
1
1
r、
に
〉
ょ
に
通
一
J

E

〉

・

〉

:

『

1
1
d
t
b
y
み
刈

k
d
f
g
C
4
J
7
J
ゆ
れ
レ

t
マよ
t
h〈

第
一
次
五
ヶ
年
計
警
に
沿
い
て
、
輪
肉
入
貿
易
の
計
書
性

ブ

λ

が
、
全
〈
顧
み
ら
れ
左
か
っ
た
誇
で
は
な
く
、
例
へ
ば
岡
家
計

ア

ヲ
書
委
員
舎
で
は
、

一
九
三
二
・
三
三
年
度
に
沿
い
て
二
、

O
凶

O
豆
鳥
羽
闘
の
職
人
占
一
、
六
二
七
百
寓
留
の
輪
出
、
と
を
抽
出
想
し

て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
併
し
な
が
ら
、
資
本
主
義
諸
国
と
の
接

燭
面
の
最
も
大
友
る
と
の
部
町
ほ
ど
、
計
喜
一
位
が
撹
乱
さ
れ
た

揚
合
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
言
に
し
て
窪
せ
ば
、
圏
内
需

要
の
不
断
の
繕
績
と
輸
出
伸
力
と
の
矛
盾
に
満
ち
た
封
角
線
的

形
相
に
甘
靖
国
す
る
の
で
る
る
。
圏
内
の
工
業
化
的
建
設
は
、
計

聾
の
魁
簡
を
来
さ
し
め
な
い
た
め
に
績
々
と
し
て
強
行
せ
ら
れ

従
っ
て
そ
の
た
め
の
資
材
の
輪
入
は
依
然
と
し
て
持
績
せ
ら
れ

第
四
十
四
巻

/、

O 

第
四
競

iI.. 

た
の
に
も
拘
ら
や
、
圏
外
的
事
情
は
、

一
九
三

O
年
に
端
を
後

し
た
位
界
恐
慌
に
基
〈
資
本
主
義
諸
闘
の
異
常
な
る
購
賀
力
の

激
減
を
惹
起
し
、
従
っ
て
蘇
聯
生
産
物
に
射
す
る
需
要
の
著
し

は
後
温
ず
る
。

い
減
退
を
結
果
し
た
の
で
あ
っ
た
d

と
れ
ら
の
諸
鞘
に
つ
い
て

第
三
に
、
資
本
主
義
諸
闘
と
の
針

wm
上
前
一
要
訟
の
は
通
貨
量

U-
舵

駐

て

ま

と

こ
の
図
は
か
つ
て
戦
時
共
産
主
義
時
代
に
お
い
て
は
、
貨
幣
紹
済
白

杏
定
を
断
行
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ネ
ツ
プ
時
代
に
入
る
と
と
も
に
貨

幣
経
済
の
重
要
性
を
認
識
し
て
、
そ
の
運
用
を
計
る
と
と
も
に
、
漸
次

幣
制
の
改
本
と
統
一
と
に
向
っ
て
努
力
し
、
一
九
二
四
年
に
は
四
分
自

一
準
備
法
に
よ
る
金
本
伏
制
を
採
用
し
て
、
新
た
に
国
立
銀
行
券
及
び

政
情
級
幣
を
資
行
し
、
奮
来
の
勢
農
札
の
通
用
禁
止
と
岡
牧
と
を
断
行

し
た
。
か
く
て
五
ヶ
年
計
費
時
代
に
入
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
園
立
銀
行

へ
の
融
委
申
込
は
意
外
に
大
き
〈
、
年
額
二
億
五
千
高
官
程
度
の
猿
定

膨
脹
飯
を
も
っ
て
し
て
は
、
到
底
需
要
に
鷹
ず
べ
〈
も
な
か
っ
た
り
で

第
一
年
度
に
は
六
億
五
千
高
留
、
第
二
年
度
に
は
約
十
六
億
留
と
い
ふ

帯
護
を
儀
儀
な
〈
さ
れ
た
の
で
あ
っ

h
。
勿
論
こ
れ
が
た
め
に
は
、
器
量

行
制
度
を
寛
大
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
九
二
八
年
八
月
一
日
に
は
、

政
府
紙
融
市
の
夜
行
限
度
を
図
立
銀
行
券
護
行
高
の
七
割
五
分
に
迄
引
上

げ
、
遭
っ
て
一
九
三

O
年
九
月
十
八
日
に
は
、
十
割
に
迄
と
れ
を
按
張

茂森唯士民著「ソヴェ 1ト・ロ Vア讃本J(昭和十一年十二・月)二一七、一一八頁
Die Rote W且Tt~ch:l.ft (Ein Si1mmelwcrk) 1932; 1王 R. Knickerbocker， Der 
A別配nh.ndel，S. 252-3 
前掲ソゲ=ート聯邦年鑑、三五六頁
同上、三五八頁
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し
た
O
で
あ
る
。

い
宮
第
一
次
五
ヶ
年
計
害
時
代
に
お
け
る
週
貨
膨
脹

の
校
態
を
見
る
に
お
表
白
如
〈
で
あ
る
O
)

(4) 

蘇
聯
遁
貨
量
表

(
翠
位
・
百
蔦
留
、
補
助
貨
を
合
む
)

卜一一一一一一 一一一一 l 

l涜
主&: '"週 間珂 ー一二 二二 ーーー 1 

コモ三一三241三六 l遁
ヨ昆 にコ ~，ニ フセ l 

?甲 rrγ ...，高
l一一呈圭一~~:，~~-，，-_!:コーーとと-，-~主一一l 一一一ー

場

d 〉 4コ 三三 I 1.皿
孟孟 ヨ豆 自 F守 l 

一三-L2-3LZL」-|-FL
場

刀日

率

年

ヨた

一
九
二
八
年
一
月
一
日

タ

九
up 

タ

~， 

。
壬戸

ク

~" 

J

I

 

H

喧
』

9目

.. 
二
年
六
月
一
日

.. 

年

.. 

一
一
一
・
五
八

五 五五
二 一一日門
ノ、=二ー..~:::

'-ー畠』ー一ーーー三，.--叩~~

即
ち
一
九
三
二
年
六
月
一
日
に
お
い
て
は
、
一
九
二
八
年
一
月
一
日

に
比
し
、
絡
劃
額
で
は
三
倍
宇
で
あ
り
、
帯
加
率
で
は
二
四
七
労
を
一
不

ナ
。
言
ふ
迄
も
な
〈
第
一
次
五
ヶ
年
計
書
時
代
に
あ
っ
て
は
、
生
産
財

及
び
箪
需
財
白
生
産
が
、
消
費
財
の
犠
牲
に
お
い
て
遂
行
せ
ら
れ
た
こ

と
に
思
ひ
及
ぶ
な
ら
ば
、
右
の
通
貨
靖
量
が
、
消
費
財
の
噌
量
と
何
等

均
衡
を
保
つ
も
の
で
な
い
こ
と
を
推
測
し
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
結
呆

例
へ
ば
、
消
費
財
O

一
つ
の
代
表
と
考
べ
ら
れ
る
黒
バ
ン
、
馬
鈴
薯
、

牛
肉
、
パ
夕
、
卵
白
玉
商
品
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
物
倒
指
数
は
一

九
二
八
年
を
一

O
O
と
し
て
、
一
九
=
一
二
年
に
は
卒
均
一
、
三
二

O
を

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
賓
と
貿
易

一
部
し
、
著
し
い
物
債
騰
貴
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
貨
幣
的
側
面
よ
り
観
察
す
る
以
上
、
第
一
次
五
ケ

年
計
葺
に
K
M
け
る
通
貨
量
は
、
異
常
の
増
大
を
示
し
て
生
産
力

の
撹
充
に
適
合
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
消
費
財
の
生
産

が
と
れ
に
伴
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
消
費
財
部
門
の
著
し
い
物

債
騰
貴
を
資
し
た
の
で
あ
っ
た
。

掠
て
再
び
貿
易
の
問
題
に
復
蹄
し
」
ぅ
。
第
一
次
瓦
ケ
年
計

主
主
営
時
に
な
け
る
一
応
一
年
の
貿
易
趨
勢
山
次
表
の
如
く
で
あ
め
。

川
町

U
H

E
、
(
 
議1i
聯

貿

易

器官

1

-

-

-

E

F

，
 

円四一仰

"
f山
間
〕

一一一一一一一
九九九九九九九 年

一一一 一一一 一一一 一一一 一一一 一一 一一
五四 三二一九八. . 
少 少 少 ナ タ一二二一-

Oタ プ正十b三
度

輪、
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韓
二区二司 /九、 七三'" ノ五F可、 五c二、P 仁F八コT、哲 ノ三円、手

Z司、 ノg、、 三E、 4g2、 、 g 42、 三三、 入
gg 冨 g

実霊芙量 22三
組

4とう 2tつ5CDコ さtコ邑「「 gとコ き= 額

(
一
九
三

0
年
度
ま
で
は
、
蘇
聯
白
線
済
年
度
が
毎
年
十
月
一
日
に
始

第
四
十
凶
巻

第
四
都

一
=
一
九

ム

ノ、

東洋経務新報社鋼、「日コ転車軍務年報J第三回r.o'i健(昭和十ー年八月)、一二六頁
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藤
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
費
正
貿
易

主
り
翌
年
の
九
月
三
十
日
に
終
っ
て
ゐ
た
の
で
、
二
年
に
跨
っ
て
ゐ

る
が
、

一
九
一
一
二
年
か
ら
は
暦
年
制
と
な
っ
た
。
何
ほ
}
九
三
O
年

十
月
一
日
よ
り
年
末
ま
で
は
特
設
令
計
期
と
せ
ら
れ
、
本
表
で
は
一

九
一
二
0
年
度
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
。
)

右
の
如
く
一
九
二
八
年
よ
り
一
丸
三
二
年
に
至
る
四
ヶ
年

ヶ
月
の
輪
入
合
汁
は
宅
、
六
九
三
、

b
O
O
F留
、
輪
出
合
計

、，--

-

E

一一
u
:
 

二
五
五

L
C
O
O
T什
初
旬
、
都
合
入
超
四
一
一
一

λ
、
七
、
C

O
干
留
と
な
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
一
九
二
八
・
二
九
年
度
に
た
い

て
、
僅
か
に
四
て
三

O
O千
留
の
出
超
を
見
た
ほ
か
は
毎
年

逆
調
を
呈
し
、

一
九
三
一
年
度
の
如
き
は
三
九
三
、
八

O
O千

留
の
入
超
と
左
っ
て
ゐ
る
。

ぃ
'
ま
試
み
に
一
九
コ
二
年
度
に
つ
き
、
そ
の
輸
出
入
品
の
内

容
も
検
す
る
に
、
先
づ
輸
入
口
聞
は
次
の
如
き
品
目
よ
り
成
る
。

左
表
に
沿
い
て
看
過
し
得
古
る
重
要
事
は
、

工
業
並
び
に
鱗

業
の
生
産
品
が
摩
倒
的
左
数
字
を
一
示
し
て
ゐ
る
こ
と
で
る
っ
て

と
れ
を
以
て
し
で
も
、
如
何
に
蘇
聯
が
園
内
の
工
業
化
・
機
械

い
ま
機
械
器
具
及

化
に
専
念
し
た
か
を
窺
ふ
と
と
が
出
来
る
。

び
同
部
分
品
合
計
、
金
属
合
計
並
び
に
金
属
製
品
合
計
の
三
者

第
四
十
回
答

占

ノ、

第
四
競

四

O 

ゆ
蘇
聯
一
九
一
-
二
年
度
輸
入
品
別
表
(
ト
特
給
制
以
上
の
も
の
、
)

ト農機械

械械

部及

王u" 者器

械品械

金

業

機

一九百
ョ'1.. -t: Cコ cコ
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を
合
算
す
れ
ば
、
練
額
八
二
四
、
七
四
一
千
羽
田
と
い
ふ
数
字
を

得
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
輸
入
線
額
一
、

一O
五、

O
三
四

千
羽
田
の
貨
に
七
五
%
に
栴
蛍
し
、
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
輸
入
の
根

(7) 

蘇
勝
一
九
三
一
年
度
輪
出
品
別
表

(
一
千
高
金
留
以
上
り
も
の
、
車
位
千
金
制
向
)

別

一

金

小

葬

一

ラ

姿

一

大

姿

一

燕

泰

一

亜

麻

一

棉

花

一

毛

皮

魚

類

其

他

の

農

産

物

(
農
産
物
合
計
)

授

材

出

口
口口

J.lJj 

幹
を
成
し
て
ゐ
る
。
同
様
の
計
算
に
基
い
て
、
我
々
は
一
九
一
一
一

0
年
度
に
は
六
一
%
、
一
九
三
二
年
度4
に
は
七
五
%
、
一
九
三

三
年
度
K
は
七
一
%
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
見
る
と
と
が
出
来

る
。
即
ち
職
入
の
絡
割
額
で
は
毎
年
著
し
い
相
違
が
見
ら
れ
る

に
も
拘
ら
や
、

工
業
化
資
材
の
輸
入
総
額
に
占
む
る
割
合
は
、

国自-

A二F

'-o 
〈コ

や
r 
J 
e 
あ
;~) 

0 

ゅ
ー
に
命
日
目
門
司
を
h
L
長
と
ど

っ
て
見
ょ
う
。

本
表
に
会
い
て
重
要
た
と
と
は
、
蘇
聯
が
原
料
乃
至
は
食
料

口
聞
の
輸
出
を
根
幹
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
輪
出
鳩
額
に

封
し
、
農
産
物
で
は
四
二
%
、
林
産
物
で
は
一
四
%
、
鍍
産
物

で
は
一
九
%
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
を
り

と
れ
ら
三
者
の
線
倫

同
額
に
拾
い
て
占
む
る
割
合
は
.
賓
に
七
五
%
に
の
ぼ
っ
て
ゐ

る
。
同
様
の
計
算
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
一
九
三

δ

年
度
に
は
七
八
%
、

一
九
三
二
年
度
に
は
六
九
%
、

九

年
度
に
は
五
七
%
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
見
る
こ
と
が
川
来
る
。

蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
費
と
貿
易

ロ
ロロ

， 九 一一 cコーー三己 :'li二三低 二 ユ ー ー ー ー 一 " 週
一 一 回 ニ己ニ.::.. 3'五四五六、、、、、、、、、、、

l 三喜頁主宗主主主主茎実|額

イ

邸
ち
輪
出
の
絶
針
矧
は
一
九
二
九
・
三

0
年
度
を
頂
期
と
し
て
、

資
本
主
主
同
閣
を
襲
っ
た
世
界
恐
慌
の
深
化
に
伴
ひ
、
累
年
激

減
傾
向
を
取
る
に
至
っ
て
ゐ
る
が
.
聡
山
川
口
問
内
容
に
沿
い
亡
も

原
料
品
輸
出
の
鳩
山
相
出
獄
に
占
む
る
割
合
が
、
可
成
り
の
低
下

傾
向
を
辿
っ
て
ゐ
る
。

第
四
十
四
巻

ー』ノ、

第
四
説

四

茂森11位士民著、「日本と蘇聯邦J (昭和九年七月)、二O七、一一二一一二頁，8) 



蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
書
一
と
貿
易

こ
の
こ
と
は
蘇
聯
の
輸
出
品
の
大
宗
た
る
こ
れ
ら
の
原
料
品

の
、
資
本
主
義
諸
闘
の
購
買
力
に
依
存
す
る
程
度
が
、
共
他
の

輪
山
川
品
に
比
し
て
大
で
あ
る
こ
と
を
一
不
す
と
と
も
に
、
蘇
聯
の

第
一
次
五
ヶ
年
計
葺
遂
行
に
あ
た
っ
て
偶
k

襲
来
し
た
世
界
恐

慌
が
、
如
何
に
蘇
聯
蛍
局
の
頭
を
悩
ま
し
た
か
を
推
測
せ
し
め

る
も
の
で
わ
る
。
か
の
恐
慌
が
世
界
的
規
模
に
お
い
て
物
債
の

同年
合併

4111 
京

?と

，!: 
1:1. 
f¥ el 
Hi 
寸j，b 
..~) 

7J王

ド
時
ふ
U
F

〉
弘
抑
制
」
J

I
口
町
↑

一
判
制

EA1
江
市
廿
M
H
ド
E

ロ
ド

つ
い
て
も
亦
我
々
は
と
の
事
貫
を
観
取
す
る
と
と
が
出
来
る
。

例
へ
ば
H
・R
-
一
十
ツ
カ
ボ
ツ
カ
ア
氏
は
い
ふ
。

「
賓
際
の
と
と

ろ
、
世
界
恐
慌
の
員
共
中
に
あ
っ
て
、
品
輸
出
水
準
を
恐
慌
前
の

高
さ
に
近
く
保
つ
と
い
ふ
乙
と
は
、

正
に
大
し
た
仕
事
で
る

る
。
何
故
た
れ
ば
物
侵
崩
落
期
に
沿
い
て
か
L

る
水
準
が
保
た

れ
る
た
め
に
は
、
数
量
的
に
著
し
〈
多
く
の
も
の
が
輸
出
さ
れ

ね
ば
及
ら
ね
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
蘇
聯
は
、

一
九
三

O
l三

一
年
の
卒
均
輸
出
量
が
、

一
九
二
八
年
度
の
輪
出
数
量
の
略
四

O
%方
大
で
あ
る
と
い
ふ
mm態
を
惹
起
せ
ね
ば
た
ら
た
か
っ

た
。
換
言
す
れ
ば
、
も
し
世
界
物
僚
が
現
賓
に
あ
っ
た
程
度
に

崩
落
し
た
か
っ
た
な
ら
ば
、
蘇
聯
の
輸
出
は
略
完
全
に
計
葺
通

第
四
十
四
巻

H
H
六
二
四

り
に
遂
行
さ

tl 
た
と

と
で
る
ら
う
Lー

と剖Jιー
@ 月 d

四

裁

四

そ
れ
に
も
拘
ら
や
我
k

は
蘇
聯
の
常
時
の
貿
易
に
つ
い
て
吹

の
如
き
事
賓
を
知
っ
て
ゐ
る
。
即
お
方
一
表
に
上
れ
ば
、
世
界
恐

慌
の
前
夜
た
る
一
九
二
九
年
を
一

C
Cと
す
る
各
主
要
因
の
輪

出
入
貿
易
に
お
い
て
百

一
丸
一
-
二
一
年
度
F

印
ち
第
一
次
五
今
年
計

盛
岡
最
終
年
度
)
は
、
蘇
融
制
に
闘
し
甚
だ
興
味
多
誉
教
宇
佐
示
し
て

〉

:
f
l
J
)
1
〕

t
E
人リ

rv一日
4

JL 

}[. 

，[([ 
~! 

あ

と

じ1
Ij;1 

じ
で
あ
る
が
、
蘇
聯
は
輸
出
入
と
も
断
然
群
を
抜
い
て
高
位
を

保
っ
て
ゐ
る
。
恐
慌
時
に
た
け
る
輸
入
が
か
〈
も
座
倒
的
高
位

を
保
ち
得
た
こ
と
は
、
到
底
資
本
主
義
闘
で
は
賓
現
さ
る
ぺ
〈

も
た
い
。

と
れ
は
素
よ
り
五
ヶ
年
計
書
遂
行
上
に
髄
踏
を
来
さ

し
め
友
い
た
め
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
枇
合
主
義
国
家
に
ゐ

け
る
行
政
化
さ
れ
た
貿
易
機
構
、
印
ち
貿
易
の
国
家
に
よ
る
狽

占
に
師
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
買
ふ
乙
と
は
む
し

ろ
容
易
で
あ
る
・
我
K

の
注
意
は
そ
れ
以
上
に
輸
出
に
向
け
ら

と
h

で
も
蘇
聯
の
一
不
す
数
字
は
驚
く
べ
き
も

の
で
る
る
。
友
る
程
輸
入
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
減
退
率
は
幾
分

れ
ね
ば
た
ら
む
。

大
き
い
け
れ
ど
も
、
他
闘
と
の
比
較
に
沿
い
て
、

と
の
六
二
・

H. R. Knickerhockcr'， a. a. O. S. .2S3・
同様の趣旨は、 Sowjetwirt叩h.aftund Aussenhandd， Nr. 4/5 15・]ahrgang
円36，"?: M. Schirmun:::-R.i稿、 Planund Aussenh.o，nd.rd S. II--I2.においても見
ら;tLる。
Lea.gue of Nations， Review of World Trade 19~:，:;， p. 26 
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(8)国 別 世界貿易型動指数表

つ??932=100

輪出

;附1
1附附|

31 73.71 91.31 79.5 

31 94.11 89.41 71.6 

)1 77.31 70.11 90.5 

l1100. 71104. 7! 103.5 

92.41 .-1 76.4 

~i 33.01 34.31 72.8 

)1 85.71 86.51 87.61 88.8 

三
%
と
い
ふ
数
字
が
表
現
す
る
輸
出
の
強
行
性
に
は
限
を
掩
ふ

~t.出

1町
( .) 19:: 

園 JJIJ 輪 入

1叫1叫附
英本 園 4~.1 37.8 釘 .8

米 図 30.5 22.u 27目9

1母 逸 34.7 32.6 31.0 

偽 蘭商 51.3 39.7 36.0 

日 本 39.6 ;)9.9 41.5 

伊 太 和J 37.2 34.4 

蘇 聯 79.9 26.4 27.4 

世主ケ要閣界合二穂十計許一
39.5 33.0 

39.2 33.6 33目。

こ
と
が
出
来
ぬ
。

蘇
聯
第
一
次
歪
ヶ
年
計
埜
と
貿
易

〉自主

我
々
は
そ
の
一

と
の
工
作
の
裏
面
に
は
如
何
左
る
操
作
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の

ポ
リ
ス
・
プ
ル
ツ

ク
ス

毅
授
の
掲
ぐ
る
二 h

表 22)を
そ場
探げ
り Z

* イモ
'J り

セ t三
一寸

イnJ
が
しー
'ー
ヰ丁

は
れ
た

か
を
端
的
に
一
不
す
と
と
L
し
よ
う
。

ζ

れ
に
よ
っ
て
我
々
は
穀

物
線
牧
穂
高
が
毎
年
略
一
定
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
や
、
政
府
の

蘇聯穀物牧獲高及圏家穀物調達高表

高 l 地方住民 1

イにflfさtLl
格下，，':1 た傾

¥ :iK ;!i'j~寓トン

~~'，~~. 5 

4日日133.3 

F.:'1'.:31 45.3 

2コ'.0132.H 

ωo叫 i
上記は米金婚に換算せる各図作:(fr日貿易金額により算出せらる。 f苛ほ

主要二十一ヶ閥の一九三五年1':.:16ける封世界緒、貿易額比率は 74.3%

である。

til.41 

47.0: 

62.5 

ら5.6

52.71 
川 l

(9) 

t平 否た 絶針額 牧
軍臣官用トシ 草臣官耳卜 y 悼iす比級、事

1913 81目6

1928-2D 73.3 10.8 

1929-30 71.7 16.2 

l(J30-31 83.5 22.2 

1931-32 70.0 23.0 

1932-33 70.8 18.1 

第
四
十
四
巻

六
二
五

第
四
披

課
徴
す
る
部

分
が
漸
増
し

従
っ
て
地
方

住
民
陀
残
さ

れ
た
部
分
が

漸
減
し
で
ゐ

る
こ
と
を
知

る
の
み
去
ら

す=

九

0
・
三
一
年

度
及
び
一
九

. 
一一一

年
度
の
輸
出

四

Brutzkus， Boris， Prof. Dr.， Berlin， Russl山 ld日 Gelreideausfuhr.CWeltwirtschaft. 
liches Archiv， 38. l3d. '933 II) S. 497"d98 
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蘇
聯
第
一
次
五
ヶ
年
計
書

ι貿
易

一
世
高

υ
t

一4
A
地
時
間
一

一
枠
制
叫
町
一

一住

H
哨
茸
う
↑

表

一

四

い

一

係

一

樹

剖

一

明
一

1
市

山

|

↑

草
S

一
人
生
、
μ

消

山

純

2

い一

産生及出轍物穀聯蘇

4.21 

4.01 

:i-一二一二41

:L6 

4目

3到

10.1 

2.2 

4.0 

。.2

イ主民
古?り

年 ヨた (種子を除く} 産高
車盟百寓トン 車m:a高入 ZソZ位 1

エ μ

1913 68.4 13日.7

1928-29 61.4 154.4 

1929-30 59.3 157.7 

1930-31 70.9 160.6 

]9R1-32 163.0 

1932-33 0“内4 

山i

(10) 

高
が
驚
く
ぺ

き
数
霊
的
培

大
を
示
し
て

ゐ
る
こ
と
を

知
る
。

」

tL 

C
2
1
1
1
 

じ
裂
付
U
L即

JF-a一
位

t
J

4
?
一
子
吋
ム
引
材
W
4
J

占
J
o
v

増
加
に
よ
っ

て
補
っ
た
こ

と
を
設
す
る

も
の
と
し
て

役
立
つ
で
る

ら
う
。

と

の

聞
の
消
息
を

プ
ル
ッ
ク
ス

教
授
は
次
の

如
く
越
ぺ
て
ゐ
ぜ
。
「
た
と
ひ
こ
れ
ら
の
計
数
が
、
蘇
聯
の
耕
作

商
積
及
び
牧
穫
統
計
の
不
備
の
た
め
に
、
幾
多
の
疑
問
を
減
す

第
四
十
四
巻

六一一六

第
四
披

E耳
四

る
と
は
い
へ
、
そ
れ
が
大
憾
に
む
い
て
次
の
こ
と
を
設
す
る
。
帥

ち
蘇
聯
の
穀
物
輸
出
は
、
或
る
一
定
の
経
済
外
的
阿
的
の
港
行

に
蛍
っ
て
、
園
民
大
衆
の
必
要
を
殆
ん
P
」
考
一
一
慮
せ
ぬ
欄
裁
政
府

の
専
横
な
行
矯
と
し
て
、
視
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
と
と

で
あ
る
。
か
L
A

る
穀
物
輸
出
は
疑
も
友
く
何
等
の
健
全
力
る
根

械
を
も
持
た
ぬ
み
の
で
あ
り
、
モ
し
ご
た
T
臨
機
燃
焼
に
賓
行

さ

ーた才L
I亡 JEJ
周 1，
別 JM
貿ぎ
易訟
をい
見 L工

よ24Jコ
う。
le 
表
に

ftf: 
，一、、.

ば

1'i食
l村
貿
易

会

け
る
英
・
湖
南
固
と
、
聡
入
貿
易
に
む
け
る
調
・
米
柄
闘
は
常
に

他
の
諸
国
を
毘
倒
し
て
高
位
を
維
持
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
続
出
に
お
い
て
は
、
イ
キ
ロ
ス
が
逐
年
そ
り
重
要
性
を
加
へ

つ
ふ
る
る
に
反
し
、
ド
イ
ツ
は
下
向
傾
向
に
あ
る
。
又
戟
入
に
お
い
て

は
ド
イ
ツ
は
著
し
〈
比
率
の
帯
大
を
見
て
ゐ
る
り
に
、
ア
メ

F
カ
は
各

年
と
も
大
差
な
く
、
一
九
三
二
年
に
は
突
発
的
な
下
降
を
す
ら
来
し
て

ゐ
る
。

終
り
に
我
K

は
資
本
主
義
諸
国
よ
り
の
輸
入
が
、

ク
レ
ヂ
ツ

ト
の
設
定
に
よ
る
援
助
に
倹
っ
と
こ
ろ
が
大
で

b
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ω

蘇
聯
は
猫
・
伊
・
英
を
始
め
と
す
る

九
ヶ
図
よ
り
、
貿
易
ク
レ
ヂ
ツ
ト
に
封
ず
る
政
府
の
保
詮
を
受

a. a. O. S. 498. 
Knickerbocker， a. a. O. S. 257及び前掲ソゲエー 1、聯邦年鑑、三一六一一八
頁、茂森氏「日本と蘇聯邦」ニO六一一ー七頁により f1')或

23) 
241 
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別 |1928I %j19291%l1¥ 

ドイツ 188.g'，23.6'， 21.5.11 23.4'， 21 

イタリー 26.21 3.31 32.91 3.6! i 

オラ!/ f，1' 1 17.31 2.21 31.21 3. 

フランス 42.51 4.61 ' 

アメリカ 42.61 4 

ト Jレコ 17.3! 1. 

家 古 一一
新週 一一

職

園 )lIJ 11湖 L% 1
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1 % 119; 

総輸入 9.53.11 100.01 880.61 100.0103: 
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バリ
i
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州
I
d
o

-

-

A
u
d
t
m
d
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A

U

O
ゾ

白

唱

i

司

i
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呂0
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3.0 
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4.3 

o.2 

5.8 
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D.n 

O.;j 
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蘇
珊
第
一
次
五
ヶ
年
計
費
と
貿
易
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0.5 

8.S 

2.71 
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四
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四
貌
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四
五



蘇
聯
第
一
次
豆
ヶ
年
計
書
と
貿
易

と
の
ク
レ
ヂ
ツ
ト
の
捕
は
、
寅
に
蘇
聯
が

長
い
問
符
得
せ
ん
と
努
力
し
た
併
款
に
代
る
も
の
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
問
問
寸
蒋
に
利
引
刊
開
制
に
悲
し
た
の
で
あ
っ
た
。

け
た
の
で
あ
る
が
、

即
ち
バ
ア
ミ

Y

ガ
ム
・
ロ
シ
ア
終
済
事
情
研
究
所
の
発
表
に
よ
れ
ば

Ju 

一
年
十
月
一
一
刊
現
ホ
の
短
期
ク
レ
ヂ
ツ
ト
綿
桁
は
、
略
八
五
五

一
日
高
山
内
(
約
一
七

0
0
百
一
品
マ
ル
ク
)
に
の
ぼ
っ
て
ゐ
る
が
、

ブし

O 

hm
十
月
に
は
米
紅
六
一
一
一
九
町
一
州
問
(
約

d

一一一五

O
一
目
前
マ
ル
ク
)
で
あ
っ

一

へ

ノ

さ

》

7

、

7
v
b
(
J
I
 
7
Y

の
府
犬
同

trtμtlm
む
の
い
あ
門
司
。

7
1
時
μ
J
Lり
ト

H
-
i
d
R

ち
の
ク
レ
ヂ
ツ
ト
の
設
定
僚
件
は
決
し
で
悪
〈
は
な
〈
、

大
棋
に
お
い

て
、
五
分
の
一
一
は
印
金
、

五
分
り
二
は
一
ヶ
年
後
、

五
分
の
一
は
ニ
ケ

年
後
、
終
り
の
五
分
の

一
は
三
ヶ
年
後
に
償
還
す
る
と
い
ふ
こ
、
と
に
な

る

も
6つ
よ
り
は
名
古当

tて

良
灯
な
の

でー
あ般
る2与)r:.
。才4

{t: 
業
家
I亡

よ
てコ
て

141 
b 
オし

っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
候
件
は
、

た
と
り
そ
れ
は
鮫
年
聞
の

累
積
合
計
で
あ
る
に
し
て
も
、

こ
の
八
五
王
百
寓
問
と
い
ふ
額
が
如
何

に
大
な
る
も
の
で
あ
る
は
仰
は
、

そ
れ
が
一
九
二
九
年
度
の
験
入
穂
額
に

匹
敵
し
、

一
九
三

0
年
度
及
び
一
九
三

一
年
度
の
そ
れ
の
そ
れ
ぞ
れ
入

O
M
N
及
び
七
七
%
に
和
賞
す
る
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
ら
う
。

と
れ
を
要
す
る
に
第
一
吹
瓦
ヶ
年
計
警
は
未
官
有
の
規
模
を

以
て
、
そ
の
建
成
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
h
A

る
E

額
の
支
出
に
昨
問
中
る
だ
け
の
十
分
宏
る
抑
制
桝
的
来
盤
を
持
合
さ

た
か
っ
た
蘇
聯
と
し
て
は
、
必
然
的
手
門
は
閲
民
大
衆
の
終
局

第
四
十
四
巻

六
二
八

第
四
説

一
四
六

的
負
捨
を
飴
儀
友
か
ら
し
め
、
外
は
資
本
主
義
諸
図
よ
り
の
大

た
る
援
助
に
供
六
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
。
而
し
て
と
の
内
外
に

亙
る
計
喜
一
的
諸
工
作
は
、

一
に
そ
の
澗
裁
的
危
る
行
政
制
織
を

遇
じ
て
の
白
主
的
強
制
力
に
よ
っ
て
猪
突
的
精
力
的
に
途
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
蘇
聯
の
外
岡
貿
易
は
、
従
っ
て
岡
策
遂
行
の

た
め
の
直
接
的
一
貫
州
市
手
段
と
し
て
、
川
悦
端
に
行
政
化
せ
ら
れ

間
内
一
市
野
コ
端
的
に
山
川
入
制
与
一
決
定
一
:
心
'
t
tし
も
代
、

ltl 

均
衡
を
得
せ
し
め
ん
が
た
め
の
輸
出
も
亦
多
分
に
計
撃
的
、
強

行
的
で
る
っ
た
。
併
し
た
が
ら
、
第
一
次
五
ヶ
年
計
撃
の
決
定

年
反
た
る
一
九
一
三
年
度
及
び
翌
一
九
三
二
年
度
の
如
き
は
.

依
然
た
る
輸
入
の
豆
制
の
継
続
に
も
拘
ら
や
、
世
界
恐
慌
の
勃

務
の
た
め
に
輪
山
川
は
振
は
や
、
途
に
そ
の
針
職
人
綿
額
比
率
が

そ
れ
ぞ
れ
七
三
%
及
び
八
二
%
に
沈
下
し
、
著
し
い
逝
調
を
呈

ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ー

l
(
一
九
三
七
・
一
-
一
五
)
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